











に開校式をおこなった小石川区柳町の地へ、昭和八年には大塚へと移るが、これらの学舎を建設した校地のほかに、現在の東上線成増駅と和光市駅の間 位置する和光市白子の地に、かつて白子農園と呼ばれた校地があった。白子農園は、学制頒布五十年を記念し 大正十一年（一九二二）十月三十日 学祖跡見花蹊が表彰された栄誉に対して土地購入事業が計画され、大正十三年に花蹊に寄贈され 土 である。 の校地は、その後、跡見女学校の農園として使用され、戦後は東京オリンピック開催のための道路建設にともない供出されて、その代替 として新座キャンパス 地を取得し、昭和四〇年に女子大 が開学 という経緯を持つ。
　したがって、現在では学園の施設もない場所ながら、この白子の地は













も、学祖の直接の記述の側から、いま一度検討を試 る必要がある。前掲『一三〇年 伝統と創造』 編纂に際し、女子大学の編集委員をつとめられた泉雅博教授、神野藤昭夫教授が現地の踏査をされた際に補助業務に携わっ 論者も同 させていただき、そ 後、 『跡見花蹊日記』の補助業 で日記本文を精読する機会に恵まれて 学祖の最晩年の日記に、幸運にも白子校地を得た時の記述 あることに興味を抱 た。これまで本紀要に掲載していただい 拙稿では 明治から大正に至る跡見のカリキュラムや教員、教科書などの教学 関する事柄を中心に考察し、近代女子教育のあゆみのなか の意義を明らかにすることをめざし いるが、日記本文を読む側から現時点で気づいた事実を小稿 ま め おくことも また有効で ると考える。
　本稿は、先覚の成果に学び、第一次資料である『跡見花蹊日記』の記
































































巣鴨から板橋を経ており、中山道沿いと思われる一筋の道をたどっている。到着してから「尾張や」で昼食をとり、校地に行き、茶菓で休憩をしながら、東に荒川、西に富士山 南は東京、北は秩父連山 白峯、日光という眺めを堪能し、妙典寺へまわり花蹊が晩年信仰していた日蓮上人ゆかりの地に参ったことが知られる。妙典寺 、現在の和光市新倉にある寺である。また、この六日後にも、一行は白子に赴いている。

















































所蔵の契約書類の記載と一致する。学制五十年に功労者として表彰されたことを祝って贈られたこ が、ここに至って記される。花蹊は「花園をと御尽力下されたる御陰にて」と記しており、寄贈 た白子の地が校地ではなく花蹊 ためであっ 推察される。一月後半から一行は白子に びたび赴い おり、二月 三月にはもう一カ所ずつ記述がある。
















跡見学園女子大学文学部紀要　第 42 号　2009 　花蹊は、大正十五年一月十日に亡くなっており、日記は大正十四年二


















































白子宿 　村内河越街道入口の宿なり、此宿は天正の末より置しと見ゆ、郡内橋戸 の民庄忠右衛門が所持せる天正十九年 文書に、新宿を見立て、毎月六次の楽市をなすべきと云ことあるは、此処なり、近き頃御代官所より糺しありし時、此文書を証とし、古来より 市なること分明になりしかば、 今も毎月五十の日を以市をなせりと云、
　白子は天正の末から置かれた宿で、毎月六回の市がたったという。し











あると花蹊みずから記しているが、そもそもどう 白子という地が選ばれたのか、という疑問が残る。土地選定の経緯は前掲の日記本文では言及さ ておらず、現在のところ明らか されている学園所蔵資料からも、その詳細を確認することはできない
　選定の根拠は確認できないのだが、 『跡見花蹊日記』を読むかぎり、白
子は大正十三年に唐突に出てく わけではない。日記本文をた りみると、はるかにさかのぼる明治期に 花蹊自身がすでに白子の地につ て
記している部分を見出すことができる。
　明治十九年　（九月）十三日
 丙子 　月曜 　晴。熱甚。
























観音がある。そこは檜樹が鬱蒼とした林であり、殆ど陽ざしが漏れず、空気がとても清爽で 夏の避暑に尤も佳いという。そして「余 欲新設別墅、乃命匠建築之。 」と記している である。花蹊は此の地が気に入り、別荘を新設したいと思い、建築を命じている。明治十九年九月、花蹊はのちの白子校地から二キロにも満たないこ 地が気に入り、避暑別荘の建築を命じた とになる。
　吹上観音は、現在も和光市新倉に現存
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跡見学園女子大学文学部紀要　第 42 号　2009









外の避暑地として大変気に入っていた土地であった。白子校地は花蹊とって見知らぬ土地 は い。も とも 大正十三年 日記記述で かつての白子別荘のこ に言及されず、明治十九年九月に現地に赴いたことにもふれられていない。かつて行った吹上観音 こともみえず、れるのは晩年 花蹊が信仰した日蓮上人ゆかりの寺のみである。大正十
三年は花蹊八十五歳。明治二十一年一月八日に小石川柳町校舎の開校式がおこなわれ跡見女学校は学校として本格的に始動することになる だが、学校の発展期にあたるこの三十八年の歳月と白子の地の関係は、どうであったのか。そ を考察する が、次の課題である。注（１）
 『跡見女学校五十年史』 （跡見女学校 　大正十四年四月） 、 『跡見開学百年』








15） 」 「川越街道（その４）白子宿」 。
（３）
 『跡見花蹊日記』第一巻〜第四巻（学校法人 　跡見学園 　平成十七年十二月） 、 『跡見花蹊日記』別巻 学校法人 　跡見学園 　平成十九年三月） 。
（４）
 『花の雫』 （跡見李子編・発行 　昭和三年一月）による。
（５）
 注（１） 『跡見女学校五十年史』 。
（６）
















10） 『新編武蔵風土記稿』第七巻（雄山閣 　平成八年）の「巻之百三十四 　新座郡之六」 。
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蔵資料の閲覧にあたり、跡見花蹊記念資料館ならびに同館学芸員渡辺泉氏にお世話になり、所蔵資料について貴重なご教示を賜った。なお、本文中に述べたように、 跡見学園一三〇年史編集委員会の泉雅博教授・神野藤昭夫教授、 花蹊日記編集委員会座長岩田秀行教授には、それぞれの補助業務を通じてご配慮を賜っ 。ご芳情に心より感謝申し上げる。
